
　兵庫県立大学東日本大震災復興支援サークル

　　　B　r　i　d　g　e ～東北と神戸をつなぐ“かけはし”になる～

 2011年3月11日、マグニチュード9.0、震度7という未曾有の大地震、東日本大震災が

発生し、世界中が衝撃を受けました。テレビで流れてくる映像にショックを受け、いても

たってもいられなくなりました。神戸に住む学生も、張り裂けんばかりの想いで東北に行

きましたが、関西に住む学生にとって、継続して東北に足を運ぶ事は距離的にも金銭的に

も簡単な事ではありませんでした。 

 しかし、東北のために何か力になりたいと思っている学生は、神戸にたくさんいます。

何をすればよいか分からないけど東北のために活動したい、かつて阪神淡路大震災をうけ

た神戸から東北にエールを送りたい、少しでもいいから東北の人たちの力になって一日で

も早く復興してほしい……さまざまな想いが一つになって、Bridgeは発足しました。

Bridgeの名前の由来は、『東北と神戸をつなぐ“かけはし”になる』ということ。Bridge

が“かけはし”となり、神戸からのエールを東北に届けようということ。 

 神戸からでも、関西からでもできる東北支援は何だろう、ということを考えながら、 

私たちBridgeは日々活動しています。  

 



動を主としたボランティアサークルです
●顧問　 野津隆志教授
●メンバー 約30名
●Bridgeの目標 『東北と関西をつなぐ架け橋になる活動をしよう』という思いを軸に、持続的な支援を行うこと
●Bridge3原則 「ずっと活動し続けること」　「東と西をつなぐこと」　「自らも楽しむこと」

　　　Bridgeの活動

B　r　i　d　g　e 団体紹介
●Bridgeとは？ 兵庫県立大学学園都市キャンパスの学生を中心に活動している、東日本大震災の復興支援活

To  be continued... To  be continued... 
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